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(57)【要約】
【解決手段】本発明は、複数のバッテリセル（４ａ，４
ｂ，４ｃ，．．．）を含んで蓄電システム（１５）の一
部を形成するバッテリパック（４）の熱調整方法であっ
て、使用中にバッテリパック（４）の性能を最適化する
実行準備機能を実行するステップを含んでいる。また、
この方法は、所定時間（ｔ）に亘ってさらなる熱調整な
しで十分なレベルの性能を提供するために、バッテリパ
ック（４）が到達する設定温度（ＴＳ）を算出するステ
ップと、バッテリパック（４）を熱調整して設定温度（
ＴＳ）に到達させるステップと、を含んでいる。本発明
はまた、そのような熱調整装置に関する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のバッテリセル（４ａ，４ｂ，４ｃ，．．．）を含んで蓄電システム（１５）の一
部を形成するバッテリパック（４）の熱調整方法であって、使用中に前記バッテリパック
（４）の性能を最適化する実行準備機能を実行するステップを含む方法において、
　所定時間（ｔ）に亘ってさらなる熱調整なしで十分なレベルの性能を提供するために、
前記バッテリパック（４）が到達する設定温度（ＴＳ）を算出するステップと、
　前記バッテリパック（４）を熱調整して前記設定温度（ＴＳ）に到達させるステップと
、
　を含んだことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記バッテリパック（４）を充電するように構成された外部電源（８）に前記バッテリ
パック（４）が電気的に接続されたとき、前記実行準備機能を実行するステップを更に含
んだ、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記バッテリパック（４）の充電を開始した後、前記実行準備機能を実行するステップ
を更に含んだ、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記バッテリパック（４）が前記設定温度（ＴＳ）に到達したときにスリープモードに
移行するステップと、
　前記スリープモードに移行したときに前記充電を終了するステップと、
　を更に含んだ請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記バッテリパック（４）の加熱又は冷却によって熱調整して前記設定温度（ＴＳ）に
到達させるステップを更に含んだ、
　請求項１～４のいずれか１つに記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも周囲温度（ＴＡ）に応じて前記設定温度（ＴＳ）を選択するステップを更に
含んだ、
　請求項１～５のいずれか１つに記載の方法。
【請求項７】
　前記バッテリパック（４）のメンテナンスの必要性に応じて前記所定時間（ｔ）を選択
するステップを更に含んだ、
　請求項１～６のいずれか１つに記載の方法。
【請求項８】
　前記バッテリセル（４ａ，４ｂ，４ｃ，．．．）を平衡する必要性、又は、充電状態（
ＳＯＣ）、電力状態（ＳＯＰ）、劣化状態（ＳＯＨ）及びエネルギー状態（ＳＯＥ）など
の前記バッテリパック（４）の状態を示すパラメータを校正する必要性に応じて、前記所
定時間（ｔ）を選択するステップを更に含んだ、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　車両（１）のバッテリパック（４）を熱調整するステップを更に含み、
　前記蓄電システム（１５）が前記車両（１）の電気機械（２）を動作させるように構成
された、
　請求項１～８のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１０】
　複数のバッテリセル（４ａ，４ｂ，４ｃ，．．．）を含んで蓄電システム（１５）の一
部を形成するバッテリパック（４）の熱調整装置（１５；１１）であって、使用中に前記
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バッテリパック（４）の性能を最適化するために実行準備機能を実行するように構成され
た装置（１５；１１）において、
　前記バッテリパック（４）に関連付けられた熱調整ユニット（１１）と、
　所定時間（ｔ）に亘ってさらなる熱調整なしで十分なレベルの性能を提供するために、
前記バッテリパック（４）が到達する設定温度（ＴＳ）を算出するように構成されると共
に、前記熱調整ユニット（１１）を制御して前記バッテリパック（４）を前記設定温度（
ＴＳ）に到達させるように構成された制御ユニット（５）と、
　を含んだことを特徴とする装置（１５；１１）。
【請求項１１】
　前記制御ユニット（５）は、前記バッテリパック（４）を充電するように構成された外
部電源（８）に前記バッテリパック（４）が電気的に接続されたとき、前記実行準備機能
を実行するように構成された、
　請求項１０に記載の装置（１５、１１）。
【請求項１２】
　前記制御ユニット（５）は、前記バッテリパック（４）の充電が開始された後、前記実
行準備機能を実行するように構成された、
　請求項１１に記載の装置（１５，１１）。
【請求項１３】
　前記制御ユニット（５）は、前記バッテリパック（４）が前記設定温度（ＴＳ）に到達
したときに、前記バッテリパック（４）のスリープモードを開始して、前記スリープモー
ドの間に前記充電を終了させるように構成された、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記熱調整ユニット（１１）は、前記バッテリパック（４）を加熱又は冷却する手段を
含んだ、
　請求項１０～１３のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１５】
　請求項１０～１４のいずれか１つに記載のバッテリパック（４）の熱調整装置を含み、
前記バッテリパック（４）が車両（１）の電気機械（３）を動作させるように構成された
車両（１）。
【請求項１６】
　プログラムがコンピュータで実行されるとき、請求項１～９のいずれか１つに記載の方
法のステップを実行する、プログラムコード手段を含んだコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　プログラム製品がコンピュータで実行されるとき、請求項１～９のいずれか１つのステ
ップを実行する、プログラムコード手段を含んだコンピュータプログラムを保持するコン
ピュータ可読媒体。
【請求項１８】
　車両（１）のバッテリパック（４）の熱調整のための制御ユニット（５）であって、
　請求項１～９のいずれか１つに記載の方法のステップを実行するように構成された、
　制御ユニット（５）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のバッテリセルを含んで蓄電システム（an electric storage system）
の一部を形成する、バッテリパックの熱調整方法に関する。この方法は、使用中にバッテ
リパックの性能を最適化する実行準備機能（a ready-to-run function）を実行するステ
ップを含んでいる。
【０００２】
　本発明はまた、複数のバッテリセルを含んで蓄電システムの一部を形成する、バッテリ
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パックの熱調整装置に関する。この装置は、使用中にバッテリパックの性能を最適化する
ために、実行準備機能を実行するように構成されている。
【０００３】
　本発明は、トラック、バス及び建設機械などの大型車両に適用することができる。バス
に関して本発明を説明するが、本発明は、この特定車両に限定されず、他の車両にも使用
することができる。
【背景技術】
【０００４】
　車両の分野では、代替動力源、即ち、従来の内燃機関の代わりとして使用される動力源
で車両を推進することに関して絶え間ない発展が行われている。特に、電動車両が有望な
代替案として浮上している。
【０００５】
　今日の技術によれば、車両は、電気機械単独によって、又は、電気機械と内燃機関の両
方を含んだ装置によって、動作することができる。後者の代替案は、ハイブリッド電気車
両（ＨＥＶ）と呼ばれることが多く、例えば、市街地外を走行中に内燃機関が車両を動作
させるために使用され、市街地や、例えば、一酸化炭素や窒素酸化物のような有害汚染物
質の排出を制限する必要がある環境で電気機械を使用する方法で利用することができる。
他のタイプの車両は、車両の電気機械に電力を供給するために使用されるバッテリパック
を充電するために外部電源が使用されるように配置された、いわゆるプラグインハイブリ
ッド車両（ＰＨＥＶ）である。この充電プロセスは、電力供給網（grid electricity）を
使用して実現することができる。
【０００６】
　電動車両に関する技術は、車両のバッテリ関連技術を含む、電気エネルギー貯蔵システ
ムの発展と密接に関連している。電気機械によって動作する車両には、通常、充電式の電
気エネルギー貯蔵システム、即ち、上述したように、外部電源によって充電することがで
きる充電式のバッテリセルを有するバッテリパックからの電力が供給されている。これは
、エネルギー貯蔵システムと外部電源とが適切なコネクタ要素によって電気的に接続され
た後に実行される。バッテリパックは、制御回路と共に、電気機械に電力を供給するよう
に構成されたエネルギー貯蔵システムを形成する。
【０００７】
　自動車の分野において、エネルギー貯蔵システムは、通常、多数のバッテリセルを有す
るバッテリパックを含んでいる。バッテリパックは、例えば、リチウムイオンタイプとす
ることができる。６００Ｖのリチウムイオンバッテリパックが使用される場合には、例え
ば、直列に接続された約２００個のバッテリセルが、車両を動作させるための所要電圧を
達成するために必要とされる。車両が走行可能な距離は、バッテリパックの充電状態（Ｓ
ＯＣ）などの特定のパラメータに依存している。充電状態は、電気車両で利用可能なエネ
ルギーを管理するために使用する重要なパラメータである。
【０００８】
　上述したタイプのバッテリパックを含んだエネルギー貯蔵システムの出力及び性能は、
バッテリパックの温度に依存することが知られている。例えば、プラグイン電気ハイブリ
ッド車両で使用されるバッテリパックは、極低温及び極高温の両方を含む過酷な条件下、
例えば、－２０℃～＋４０℃において動作しなければならない。これは、そのようなバッ
テリパックの性能が、動作中の実際の温度に応じてかなり変化することを意味している。
例えば、バッテリパックの温度が非常に低い場合、そのような車両の走行可能距離が著し
く低下することが予測される。
【０００９】
　電気車両のエネルギー貯蔵システムは、バッテリパックの温度に依存する性能を有して
いるという公知の事実に加えて、明らかに、必要に応じて最適な性能を提供するように構
成されたバッテリパックを提供するという一般的な要望がある。
【００１０】
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　従って、バッテリパックが温度依存性を有するという重要な事実を考慮しつつ、常時バ
ッテリパックの特性を最適化することが非常に重要である。この性能は一般的に、バッテ
リパックを充電すると共にバッテリパックの温度を最適化することによって向上させるこ
とができる。一方、バッテリパックが過充電された場合、バッテリパックとエネルギー貯
蔵システムに関連する電子部品の寿命及び機能に有害であり得る。
【００１１】
　電気車両の熱調整システムは、以前から知られている。米国特許出願公開第２０１５／
３０６９７４号明細書は、バッテリパックの充電中に、バッテリパックの熱調整を行うシ
ステムを教示している。
【００１２】
　米国特許出願公開第２０１５／３０６９７４号明細書は、バッテリパックを熱調整する
方法を教示しているが、エネルギー貯蔵システムの重要な機能が必要なときに高レベルの
性能を有することを保証し、同時に、エネルギー貯蔵システムに関連した電子部品の最適
な寿命及び品質を保証する、改良されたエネルギー貯蔵システムを提供することが望まれ
ている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明の目的は、エネルギー貯蔵システムの最適な性能を保証しつつ、同時に、関連す
る電子部品の長寿命及び最適機能を得るために充電量を制限する実行準備機能を提供する
、バッテリパックの熱調整方法及び装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　この目的は、複数のバッテリセルを含んで蓄電システムの一部を形成するバッテリパッ
クの熱調整方法によって達成される。この方法は、実行準備機能を実行して、使用中にバ
ッテリパックの性能を最適化するステップを含んでいる。また、この方法は、所定時間に
亘ってさらなる熱調整なしで十分なレベルの性能を提供するために、バッテリパックが到
達する設定温度を算出するステップと、バッテリパックを熱調整して設定温度に到達させ
るステップと、を含んでいる。
【００１５】
　上述したような方法を提供することによって、バッテリパックが熱調整されて所定時間
に亘って最高性能を提供する。
【００１６】
　一実施形態によれば、この方法は、バッテリパックを充電するように構成された外部電
源にバッテリパックが電気的に接続されたとき、実行準備機能を実行するステップを更に
含んでいる。好ましくは、バッテリパックの充電が開始された後に、実行準備機能が実行
される。これは、バッテリパックが充電されるのと同時に、適切な機会で実行準備機能が
実現され得ることを意味している。
【００１７】
　一実施形態によれば、バッテリパックが設定温度に到達すると蓄電システムがスリープ
モードに移行し、スリープモードに移行すると充電が終了する。このようにして、バッテ
リパックが熱調整され、蓄電システムが常に作動状態である必要がないことを保証しつつ
最高性能を提供する。
【００１８】
　一実施形態によれば、この方法は、バッテリパックを加熱又は冷却することによって熱
調整して設定温度に到達させるステップを更に含んでいる。
【００１９】
　一実施形態によれば、この方法は、少なくとも周囲温度に応じて設定温度を選択するス
テップを含んでいる。これは、熱調整プロセスを制御する簡単で効果的な方法である。
【００２０】
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　また、一実施形態によれば、この方法は、バッテリパックのメンテナンスの必要性に応
じて所定時間を選択するステップを含んでいる。例えば、バッテリセルの平衡の必要性や
、充電状態（ＳＯＣ）、電力状態（ＳＯＰ）、劣化状態（ＳＯＨ）及びエネルギー状態（
ＳＯＥ）などのパラメータを校正する必要性を考慮することができる。これは、そのよう
なメンテナンス活動が、熱調整プロセス中に正しい方法で実行され得ることを意味してい
る。
【００２１】
　本発明の他の態様によれば、この目的は、複数のバッテリセルを含んで蓄電システムの
一部を形成するバッテリパックの熱調整装置によって得られる。この装置はまた、使用中
にバッテリパックの性能を最適化するために、実行準備機能を実行するように構成されて
いる。この装置は、バッテリパックに関連した熱調整ユニットを含んでいる。この装置は
、所定時間に亘ってさらなる熱調整なしで十分なレベルの性能を提供するために、バッテ
リパックが到達する設定温度を算出するように構成されると共に、熱調整ユニットを制御
してバッテリパックを設定温度に到達させるように構成された制御ユニットを含んでいる
。
【００２２】
　本発明のさらなる利点及び有利な特徴は、以下の説明及び従属請求項に開示される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　添付図面を参照して、以下に、例として挙げられる本発明の実施形態をより詳細に説明
する。
【００２４】
【図１】本発明を実現することができる車両の簡略斜視図を示している。
【図２】本発明の一実施形態に係る装置の概要図である。
【図３】本発明を実現する方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本開示の異なる態様を、添付図面を参照して以下でより十分に説明する。しかしながら
、本明細書に記載の方法及びシステムは、多くの異なる形態で実現することができ、以下
で説明される態様に限定されると解釈されるべきでない。
【００２６】
　ここで、実施形態及び添付図面を参照して本発明を説明する。最初に図１を参照すると
、本実施形態に係る、電気タイプのバス１の形態をとり、バス１を動作させるために使用
され得る電気機械２を備えた車両の簡略斜視図が示されている。これは、電気機械２に接
続されたリアアクスル３によって、図１に概略的に示されている。
【００２７】
　バス１は、複数のバッテリセル（図１では詳細に示していない）を含んだバッテリパッ
ク４を有する電気エネルギー貯蔵システムを保持している。以下でより詳細に説明するよ
うに、バッテリセルが直列に接続されて、出力ＤＣ電圧を提供する。好ましくは、バッテ
リセルはリチウムイオンタイプであるが、他のタイプのものも使用することができる。
【００２８】
　バッテリパック４はまた、バッテリパック４の動作状態を示す１つ以上の所定のパラメ
ータを測定するように配置された、電子制御ユニット５に接続されている。例えば、制御
ユニット５は、バッテリパック４及びそのバッテリセルの電圧や、バッテリ電流若しくは
バッテリセルの温度などの１つ以上の代替パラメータを測定するように構成することがで
きる。制御ユニット５はまた、バッテリパック４の充電状態（ＳＯＣ）、劣化状態（ＳＯ
Ｈ）及びエネルギー状態（ＳＯＥ）など、バッテリパック４の状態や容量を指示及び制御
するパラメータを決定するように構成することができる。バッテリパック４は、図２を参
照して、以下でより詳細に説明する。
【００２９】
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　本実施形態によれば、図１に示すように、バッテリパック４をバス１の屋根上に配置し
ているが、本発明の範囲内でバッテリパック４の他の配置も可能である。
【００３０】
　バス１の推進システムの他の部品はまた、ここでは詳細に示していないが、制御ユニッ
ト５に接続されている。バスの形態をとる車両を参照して本発明を説明するが、本発明は
、少なくとも電気機械によって動作され、多数のバッテリセルを有するバッテリパックを
含んだエネルギー貯蔵システムを有する、事実上任意のタイプの車両に使用することがで
きる。
【００３１】
　バス１の動作中、バッテリパック４は必要電力を電気機械２に供給し、電気機械２はリ
アアクスル３を駆動する。電気機械が車両を動作させるために使用され得る方法は、一般
的に以前から知られており、この理由から、ここでは詳細に説明しない。
【００３２】
　バス１には、好ましくは、バス１の外側部分に取り付けられたソケットの形態をとる、
第１の電気コネクタ要素６が備えられている。第１の電気コネクタ要素６は、第１の電気
コネクタ要素６に電気的に接続することができ、一定電圧を有する充電電流を伝達するよ
うに構成されたプラグ７ａが設けられた充電ケーブルの形態をとる、第２の電気コネクタ
要素７に接続されるように配置されている。第２の電気コネクタ要素７は、外部電源８の
一部を形成し、好ましくは、ＡＣ送電線網に接続される。このようにして、バッテリパッ
ク４は、第１の電気コネクタ要素６及び第２の電気コネクタ要素７によって電流が供給さ
れることができる。より正確には、バッテリパック４を充電するために、バッテリパック
４に接続された車載充電ユニット９に電流が供給される。
【００３３】
　一実施形態によれば、バッテリパック４の充電は、バス１が静止している間、即ち、バ
スターミナル、バス停又は同様な位置の充電ステーションのいずれかで行われる。
【００３４】
　図１に示すように、車両１は、電気機械２のみによって動作するように構成されている
。他の実施形態（図示せず）によれば、車両は、例えば、クラッチを介してお互いに接続
される内燃機関と電気機械との両方を備えた、いわゆるプラグインハイブリッド車両であ
ってもよい。そして、内燃機関と電気機械との両方を交互または並列に使用して、車両を
動作させることができる。
【００３５】
　図示の例では、バッテリパック４を充電するプロセスは、バスが静止して、第１の電気
コネクタ要素６と第２の電気コネクタ要素７とがお互いに接続されたときに開始すること
ができる。これは、バッテリパック４の充電が、外部電源８にバッテリパック４を接続し
た後に開始できることを意味している。
【００３６】
　図示されていない代替的な実施形態によれば、バッテリパックの充電は、車両１の屋根
上に配置され、架空線を介して外部電源に接続されるパンタグラフの形態をとるコネクタ
要素によって実現することができる。さらに他の実施形態によれば、充電は、路面に沿っ
て配置された電流導電電力レールによって実現することができる。そのような装置は、地
面に向かって移動可能かつ下降する車両の１つ以上の集電器と協働するように構成され、
車両の動作中に電流導電電力レールと接続するように構成されている。
【００３７】
　最初に説明したように、バッテリパックの出力及び性能がその温度に依存することが知
られている。この理由のため、本開示は、バッテリパック４の熱調整のための装置及び方
法に関する。そのような熱調整を実現するために、周囲温度センサ１０が車両１に配置さ
れ、これが制御ユニット５に接続されている。また、熱調整ユニット１１は、バッテリパ
ック４に関連して配置され、バッテリパック４に関する熱要求に応じて、バッテリパック
４を加熱又は冷却するように構成されている。
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【００３８】
　熱調整ユニット１１は、電圧変換器１２を介して、車載充電ユニット９によって電力が
供給される。また、制御ユニット５は、熱調整ユニット１１に接続され、後述するように
、熱調整ユニットを制御するように構成されている。
【００３９】
　車両１のバッテリパック４、制御ユニット５、車載充電ユニット９及び特定の他の関連
部品を示す概要図である図２を参照して、バッテリパック４の熱調整を実行する方法をよ
り詳細に説明する。
【００４０】
　一実施形態によれば、バッテリパック４は、直列に接続されて出力バッテリ電圧を供給
する、３つのバッテリセル４ａ，４ｂ，４ｃによって象徴的に表された複数のバッテリセ
ルを含んでいる。バッテリパック４は、好ましくは、２００セルの大きさである多数のバ
ッテリセルを含んでいるが、この特定数は変更することができる。本実施形態によれば、
バッテリセル４ａ，４ｂ，４ｃはリチウムイオンタイプであるが、本発明の原理は他のタ
イプのバッテリセルにも同等に適用可能である。また、本実施形態は単一のバッテリパッ
クを含んでいるが、本発明は、複数のバッテリセルが単一の車両に組み合わされている場
合に適用可能であることに留意されたい。
【００４１】
　図１を参照して上述したように、バッテリパック４は、電気機械２に接続されて、その
電気機械２を動作させるように構成されており、その車両を動作させる。また、バッテリ
パック４は、車載充電ユニット９に接続され、車載充電ユニット９が外部電源８に接続さ
れたときにバッテリパック４を充電可能にする。外部電源８は、一般的には、４００Ｖの
ＡＣ三相電圧を供給するように構成されている。車載充電ユニット９は、一般的には、７
００ＶのＤＣ電圧をバッテリパック４に供給する。しかしながら、本発明の範囲内で、代
替仕様が可能である。
【００４２】
　さらに、バッテリパック４は、バッテリ制御ユニット１４に接続されたバッテリ温度セ
ンサ１３を含んでいる。バッテリ制御ユニット１４の一般的な目的は、バッテリパック４
の充電手順を制御すると共に、その状態を監視することである。好ましくは、バッテリ制
御ユニット１４はバッテリセルの平衡プロセスを実現するように構成することもできる。
そのようなセル平衡プロセスは、バッテリパック４における異なるバッテリセルの電圧が
時間経過中に（during the course of time）セル間で異なる場合に必要となり得る。セ
ル平衡が行われないと、バッテリ特性が低下するおそれがある。
【００４３】
　バッテリ制御ユニット１４は、上述の制御ユニット５に接続されている。また、周囲温
度センサ１０もまた、制御ユニット５に接続されている。バッテリパック４、制御ユニッ
ト５、周囲温度センサ１０、バッテリ温度センサ１３及びバッテリ制御ユニット１４は共
に、エネルギー貯蔵システム１５を形成している。
【００４４】
　また、車載充電ユニット９は、車両の特定の低電圧部品、例えば、空調システム、暖房
装置及び照明ユニット（図２では図示されていない）などの部品に電力を供給するように
構成された、電圧変換器１２に接続されている。電圧変換器１２はまた、バッテリパック
４を加熱又は冷却して特定のバッテリ温度（ＴＢ）になるように構成された、熱調整ユニ
ット１１に接続されている。大部分の車両に関して、バッテリパック４は、少なくとも－
２０℃～＋４５℃の周囲温度で動作できるように構成されている。
【００４５】
　より正確には、熱調整ユニット１１には、入力流体回路１１ａにおいて、バッテリパッ
ク４に向かって流れる流体を加熱するように構成された、電気ヒータ（詳細は図示せず）
が設けられている。流体は、バッテリパック４に関連する回路を通って圧送され、出力流
体回路１１ｂを通って熱調整ユニット１１へと戻される。熱調整ユニット１１は、バッテ
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リパック４の熱調整のために使用するために、バッテリパック４に近接して配置されてい
る。
【００４６】
　従って、車載充電ユニット９は、バッテリパック４に供給される牽引電圧（a traction
 voltage）の形態をとる電力と、電圧変換器１２０を介して熱調整ユニット１１などの車
両の特定の電子部品に供給される低電圧の両方を供給する。
【００４７】
　最初に説明したように、バッテリパック４を含んだエネルギー貯蔵システム１５の出力
及び性能は、バッテリパック４の温度ＴＢに依存することが知られている。この点に関し
て、バッテリパック４の実際の温度ＴＢの測定値は、バッテリ温度センサ１３によって提
供されることに留意されたい。また、バッテリパック４は、最適な性能を提供するために
、定期的な充電が必要であることも知られている。充電は、上述したように、適切な機会
に車載充電ユニット９に接続することができる外部電源８によって提供される。
【００４８】
　商業的に運行されるバスの形態をとる車両１に関して、交通に供されていない夜間又は
他の適切な時間に、そのようなバスが充電設備に駐車する必要があることを予想し得る。
そのような場合には、一般的に、エネルギー貯蔵システム１５が次回の車両使用時に十分
高いレベルの性能を提供するために、所定の充電状態（ＳＯＣ）に到達するようにバッテ
リパック４を充電する必要がある。これは、充電後に車両が使用されるときに、エネルギ
ー貯蔵システム１５の高いレベルの性能を保証する、「実行準備」機能が必要であること
を意味している。
【００４９】
　エネルギーを節約し、すべての関連する車両部品の寿命を延ばすために、充電手順をで
きるだけ短時間行うべきであることを考慮することは重要である。さもなければ、エネル
ギー貯蔵システム１５が常に「作動中」である場合、即ち、バッテリパック４が常に充電
されている場合、不利となるバッテリパック４及びその関連部品の耐久性及び機能性に関
する問題となる可能性がある。このアプローチの他の問題は、車両が再び使用されるとき
、これが必ずしも知られていないことである。このため、充電時間が実際にどれくらい必
要であるかを必ずしも判断できない可能性がある。
【００５０】
　従って、エネルギー貯蔵システム１５を最適な実行準備状態にするのに十分であるが、
不必要に長時間継続しない充電手順が必要である。十分に高いレベルの性能を規定するた
めに使用され得るパラメータは、例えば、バッテリパック４の状態を規定するために使用
される特定のパラメータ、例えば、充電状態（ＳＯＣ）及び電力状態（ＳＯＰ）、並びに
任意の劣化状態（ＳＯＨ）及びエネルギー状態（ＳＯＥ）である。
【００５１】
　上述の理由から、本開示は、充電中にバッテリパック４の熱調整のための特定の方法が
実行されるという原理に基づいている。より正確には、この方法は、バッテリパック４を
外部電源８（図１及び２参照）に接続することによって、バッテリパック４の充電が開始
される初期ステップを含んでいる。次に、バッテリパック４が使用されるときにその性能
を最適化するために、充電中に実行準備機能が実行される。
【００５２】
　実行準備機能は、バッテリパック４の特定の設定温度ＴＳが熱調整プロセスのために決
定されて使用されるという原理に基づいている。そして、設定温度ＴＳは、熱調整ユニッ
ト１１の目標温度として、即ち、バッテリパック４を加熱又は冷却して設定温度ＴＳに到
達させるために使用される。設定温度ＴＳの値は、（充電完了後の）所定時間ｔに亘って
さらなる熱調整が必要でない、バッテリパック４の状態に応じた大きさに選択される。こ
のようにして、バッテリパック４を熱調整して、時間ｔに亘って最高の性能を保証するこ
とができる。
【００５３】
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　従って、図１及び２の実施形態を参照すると、バッテリパック４を充電するために外部
電源８が車載充電ユニット９に接続されると、実行準備機能が起動される。この実行準備
機能の目的は、エネルギー貯蔵システム１５がすべての関連する機能が必要なときに十分
な性能を有することを保証しつつ、十分な量の充電が行われたときに、エネルギー貯蔵シ
ステム１５が切り離されて非作動状態、即ち、「スリープ」モードに移行することを保証
することである。本発明は、バッテリパック４の実際の充電中に、実行準備機能が常に開
始される実施形態に限定されないことに留意されたい。本発明の主な原理は、エネルギー
貯蔵システムの十分な性能を確保するために、実行準備機能の実行に関する。
【００５４】
　制御ユニット５は、十分な性能を保証することができる所定時間に関する要求に基づい
て、設定温度ＴＳを決定する。換言すると、制御ユニット５は、追加の熱調整を必要とせ
ずに十分な性能を発揮しつつ、所定時間ｔに亘って熱調整を必要としないために調整すべ
き温度として、設定温度ＴＳを算出する。
【００５５】
　設定温度ＴＳの大きさは、いくつかのパラメータに基づいて決定することができる。設
定温度ＴＳは、特に、周囲温度センサ１０によって検出された周囲温度ＴＡに依存してい
る。これは、周囲温度ＴＡの関数としてバッテリパック４の冷却が、設定温度ＴＳを算出
するために使用できることを意味している。
【００５６】
　他の実施形態によれば、時間ｔの大きさは、バッテリパック４の特定のメンテナンス機
能を実行するのに要する一定時間に関する要求に依存する。そのようなメンテナンス機能
の一例は、上述したように、バッテリセル４ａ，４ｂ，４ｃの不均衡により開始されなけ
ればならないセル平衡プロセスである。メンテナンス機能の他の例は、充電状態（ＳＯＣ
）及び電力状態（ＳＯＰ）など、バッテリパック４の状態を示すパラメータの校正プロセ
スである。
【００５７】
　制御装置５が設定温度ＴＳを決定した後、熱調整ユニット１１が起動されて、バッテリ
パック４が設定温度ＴＳになる。これは、バッテリパック４を加熱又は冷却することによ
って得ることができる。より正確には、実際のバッテリパック温度ＴＢが設定温度ＴＳ未
満であれば加熱が行われ、実際のバッテリパック温度ＴＢが設定温度ＴＳより高ければ冷
却が行われる。
【００５８】
　バッテリパック温度ＴＢが設定温度ＴＳに到達すると、バッテリパック４の充電が終了
し、エネルギー貯蔵システム１５が、実質的には電力を使用せず、エネルギー貯蔵システ
ム１５で使用される電子部品が実質的に電力を使用しない、レストモード又はスリープモ
ードに移行する。これは、エネルギー貯蔵システム１５及びその部品のエネルギー消費、
寿命及び機能性に有益である。これはまた、エネルギー貯蔵システム１５が、現在熱調整
されている間にも作動状態でないことを意味している。
【００５９】
　次回の車両使用時に、エネルギー貯蔵システム１５は、上記のように、所定時間ｔに亘
って十分な性能を発揮することが期待できる状態にある。周囲温度に依存して、バッテリ
温度ＴＢが時間経過によって一定量低下する状況が起こり得る。このため、一実施形態に
よれば、バッテリ温度ＴＢが所定レベルまで低下した場合に設定温度ＴＳに到達するため
に、上述の熱調整プロセスを再び開始することができる。
【００６０】
　ここで、本方法を示す概略フローチャーチである図３を参照して、本開示に係る方法を
説明する。最初に、車載充電ユニット９を外部電源８に接続し（図３のステップ１６）、
その後、バッテリパック４の充電処理を開始する（ステップ１７）。次に、実行準備機能
を実行して（ステップ１８）、第１に所定時間ｔに亘ってさらなる熱調整を不要とするた
めにバッテリパック４が到達する設定温度ＴＳを算出し（ステップ１９）、第２にバッテ
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調整ユニット１１によってバッテリパック４を冷却又は加熱することで行われる。上述し
たように、設定温度ＴＳは、好ましくは、周囲温度センサ１０によって検出された周囲温
度ＴＡに基づいて選択される。
【００６１】
　時間ｔの値に関して、バッテリセル４ａ，４ｂ，４ｃ・・・を平衡するなどバッテリパ
ック４のメンテナンスを実行するのに必要な時間と、例えば、バッテリパック４の充電状
態（ＳＯＣ）、電力状態（ＳＯＰ）、劣化状態（ＳＯＨ）及びエネルギー状態（ＳＯＥ）
などバッテリパック４の状態を示すパラメータを校正するのに必要な時間と、の一方又は
両方に応じて時間ｔを選択することができる（ステップ２１）。
【００６２】
　バッテリパック温度ＴＢが設定温度ＴＳに到達したと判定されると（ステップ２２）、
エネルギー貯蔵システムがスリープモード、即ち、非作動モードに移行して、充電が終了
する（ステップ２３）。バッテリパック温度ＴＢが設定温度ＴＳに到達していなければ、
充電が継続される。このようにして、エネルギー貯蔵システム１５が必要なときに十分な
性能を有することを保証しつつ、エネルギー貯蔵システム１５が一定の作動状態にある必
要がないことによって、実行準備機能が得られる。
【００６３】
　本発明は、上述及び図示の実施形態に限定されないことを理解されたい。むしろ、当業
者であれば、添付の特許請求の範囲内で、多くの変更及び修正を行うことができることを
認識するであろう。
【００６４】
　本発明は、例えば、トラック、バス及び建設機械などの車両に適用することができる。
しかしながら、本発明は車両に限らず、例えば、家庭環境や商業環境において電気装置に
役立つバックアップ目的に使用される蓄電池など、他の用途で一般的に使用することもで
きる。
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【図１】 【図２】

【図３】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月3日(2018.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のバッテリセル（４ａ，４ｂ，４ｃ，．．．）を含んで蓄電システム（１５）の一
部を形成するバッテリパック（４）の加熱又は冷却による熱調整方法であって、使用中に
前記バッテリパック（４）の性能を最適化する実行準備機能を実行するステップを含み、
前記バッテリパック（４）を充電するように構成された外部電源（８）に前記バッテリパ
ック（４）が電気的に接続されたとき、前記実行準備機能を実行する方法において、
　前記実行準備機能を実行するステップは、
　充電終了後の所定時間（ｔ）に亘ってさらなる熱調整なしで十分なレベルの性能を提供
するために、前記バッテリパック（４）が到達する設定温度（ＴＳ）を算出するステップ
と、
　前記バッテリパック（４）を熱調整して前記設定温度（ＴＳ）に到達させるステップと
、
　前記バッテリパック（４）が前記設定温度（ＴＳ）に到達したときにスリープモードに
移行するステップと、
　前記スリープモードに移行したときに前記充電を終了するステップと、
　を含み、
　前記設定温度（ＴＳ）は、少なくとも周囲温度（ＴＡ）に応じて選択され、
　前記所定時間（ｔ）は、前記バッテリパック（４）のメンテナンスを実行するのに必要
な時間、及び、前記バッテリパック（４）の状態を示すパラメータを校正するのに必要な
時間のいずれかに基づいて選択される、
　ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記バッテリパック（４）の充電を開始した後、前記実行準備機能を実行するステップ
を更に含んだ、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記バッテリパック（４）の加熱又は冷却によって熱調整して前記設定温度（ＴＳ）に
到達させるステップを更に含んだ、
　請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　車両（１）のバッテリパック（４）を熱調整するステップを更に含み、
　前記蓄電システム（１５）が前記車両（１）の電気機械（２）を動作させるように構成
された、
　請求項１～３のいずれか１つに記載の方法。
【請求項５】
　複数のバッテリセル（４ａ，４ｂ，４ｃ，．．．）を含んで蓄電システム（１５）の一
部を形成するバッテリパック（４）の加熱又は冷却による熱調整装置（１５；１１）であ
って、使用中に前記バッテリパック（４）の性能を最適化するために実行準備機能を実行
するように構成された装置（１５；１１）において、
　前記バッテリパック（４）に関連付けられた熱調整ユニット（１１）と、
　充電終了後の所定時間（ｔ）に亘ってさらなる熱調整なしで十分なレベルの性能を提供
するために、前記バッテリパック（４）が到達する設定温度（ＴＳ）を算出することによ
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って、前記実行準備機能を実行するように構成されると共に、前記熱調整ユニット（１１
）を制御して前記バッテリパック（４）を前記設定温度（ＴＳ）に到達させるように構成
された制御ユニット（５）と、
　を含み、
　前記設定温度（ＴＳ）は、少なくとも周囲温度（ＴＡ）に応じて選択され、
　前記所定時間（ｔ）は、前記バッテリパック（４）のメンテナンスを実行するのに必要
な時間、及び、前記バッテリパック（４）の状態を示すパラメータを校正するのに必要な
時間のいずれかに応じて選択され、
　前記制御ユニット（５）は、前記バッテリパック（４）を充電するように構成された外
部電源（８）に前記バッテリパック（４）が電気的に接続されたとき、前記実行準備機能
を実行するように構成されると共に、前記バッテリパック（４）が前記設定温度（ＴＳ）
に到達したときに、前記バッテリパック（４）のスリープモードを開始して、前記スリー
プモード中に前記充電を終了させるように構成された、
　ことを特徴とする装置（１５；１１）。
【請求項６】
　前記制御ユニット（５）は、前記バッテリパック（４）の充電が開始された後、前記実
行準備機能を実行するように構成された、
　請求項５に記載の装置（１５，１１）。
【請求項７】
　前記熱調整ユニット（１１）は、前記バッテリパック（４）を加熱又は冷却する手段を
含んだ、
　請求項５又は６に記載の装置。
【請求項８】
　請求項５～７のいずれか１つに記載のバッテリパック（４）の熱調整装置を含み、前記
バッテリパック（４）が車両（１）の電気機械（３）を動作させるように構成された車両
（１）。
【請求項９】
　プログラムがコンピュータで実行されるとき、請求項１～４のいずれか１つに記載の方
法のステップを実行する、プログラムコード手段を含んだコンピュータプログラム。
【請求項１０】
　プログラム製品がコンピュータで実行されるとき、請求項１～４のいずれか１つのステ
ップを実行する、プログラムコード手段を含んだコンピュータプログラムを保持するコン
ピュータ可読媒体。
【請求項１１】
　車両（１）のバッテリパック（４）の熱調整のための制御ユニット（５）であって、
　請求項１～４のいずれか１つに記載の方法のステップを実行するように構成された、
　制御ユニット（５）。
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